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新たな１００年にむけて
山形大学工学部が主役の時代

日本一の工学部

２０１１年１月４日

山形大学工学部長

大場好弘

Yamagata University  - Faculty of Engineering -

100 year’s anniversary ：Next step to 2100

Yamagata University  - Faculty of Engineering -

100 year’s anniversary ：Next step to 2100

山形大学工学部の理念

自ら新分野を開拓できる人材を育む

１：工学教育のあるべき姿：日本一の工学教育
２：研究水準の高度化について：世界一の研究拠点
３：地域活性化と人類への貢献について

具体的目標

Yamagata University  - Faculty of Engineering -

100 year’s anniversary ：Next step to 2100

教育目標

日本一の工学教育：工学基礎学力（数学、物理、基礎専門科目）の保証と
社会人基礎力の育成

必要な数学基礎学力の定義、物理学基礎学力の定義
分野毎の基礎学力の定義

社会人基礎力の定義：社会人として必要な能力

１．日本一の工学教育
コアカリキュラムの設定と学力保証

• 工学リテラシー教育（日本語、人文系科目、
英語、情報、倫理、デザイン能力）

• 基礎学力（専門英語、数学、物理、化学など）

• 専門分野ごとの基礎学力（１年から２年生ま
で教育される必修科目程度の学力）
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進級判定試験でコアカリキュラムの学力定着と学力保証
（試験内容の公表と達成度証明による社会への保証制度）

グローバル化に対応できる人材育成
をはかるための教育内容・方法

• グローバル化した工学教育を実践するため
になすべきこと

１）世界基準の工学基礎学力の保証

２）エンジニア デザイン能力教育の改善

３）他のアジア諸国と比べても立ち遅れている
英語によるコミュニケーション力の付与と保証

４）チームで働く力、踏み出す力、考え抜く力
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文部科学省 平成17年
民間企業の研究活動に関する調査報告より

知識を与えるよりも、考える力をつけさせる

入試を単に知識の量を評価する形から、思考力、関心、
資質などを多面的に評価する方式に変える

基礎領域や学際領域を重視し、学生を井の中の蛙に陥らせない

大学院進学、卒業時での実力主義の徹底

インターンシップ制など、企業での実習・単位取得の拡大

ＭＯＴ(技術経営）や知的財産の管理など実践的な教育の重視

大学教育に望むこと

カリキュラムに社会人基礎力育成要素を考慮したカ
リキュラムの導入が

必要である。特に初年次での教育での考えぬく力、
踏み出す力、チームで
働く力を涵養する。
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２．世界一の研究拠点づくりに向けて

１．有機エレクトロニクス
２．次世代ロボテックス
３．バイオ化学

将来のニーズと自らの長所を活かしたビジョン

先端有機エレクトロニクス研究センター
平成２１年概算要求補正予算（１２月完成）

世界でも例を見ない、有機エレクトロニクス専門の大学内研究センター

・フロアー面積 30 m × 37 m = 1110 m2

・５階建て 総面積 5700 m2

・１階にクラス100,1000のクリーンルーム

（約350 m2）

平成２３年４月２２日(金）
開所式

開所記念講演
ヒーガ―教授

５F 有機EL
４F フレキシブルデバイス・共通会議室
３F 有機トランジスタ
２F 有機太陽電池
１F クリーンルーム・共通機器

センター長： 大場好弘

有機ＥＬ部門Chair： 城戸淳二

有機太陽電池部門Chair： N. S. Sariciftci

Y. Yang

蒸着有機太陽電池：Chair C. W. Tang

有機トランジスタ部門Chair：時任静志

有機メモリ： Y. Yang

「先端有機エレクトロニクス研究センター」

（通称）テニュアトラックプログラム（１１億円）

（科学技術振興調整費 今年度採択）

連携

部門研究者

准教授 中山
准教授 夫
准教授 平澤
准教授 山内
助教 笹部
助教 横山，助教 Oscar Bok
助教 増原，助教 池島

准教授 Z.Hong
准教授 栗原
助教 Wang
博士研究員 Chen
教授 廣瀬

非常勤教授 佐藤
准教授 中山
助教 熊木
研究員 募集中
准教授 Z. Hong
助教 Liu
研究員 募集予定

准教授 Ｑｕwａｎ（予定）
助教 Liu

協力研究者

教授 大場
助教. 片桐
教授 米竹
准教授 奥山

教授 森
教授 高橋

教授 森
教授 米竹

卓越研究者支援事業
２１年度概算要求

ナノ加工技術を基盤とした
スマート有機デバイス研究拠点事業

伊藤浩志教授、落合准教授

研究費，設備費

Consortium for Industrialization of Organic Electronics
The meeting on Nov. 18th and  Dec. 10th  2010  in Tokyo.

Basic 
Research

Yamagata Univ.
New Organic Electronics 

Research Center
(2011 Open)

Practical 
Research

Yamagata Pref.
Research Institute for 
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Yamagata
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Center for Organic 
Photonics 

and Electronics 
Research (2010-)

Yamagata Pref.
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- Japanese government -
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(

Osaka
Osaka 
University

プリンテッド
エレクトロニ
クス研究

for proposing

strategic policy and structures etc. 
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有機エレクト
ロニクス

関連技術

有機エレクト
ロニクス

照明技術

高効率有機デバイスの開発

標準化技術開発 －山形大学の実績－ 添付資料

1. CIE 標準化活動 ― CIE 第8部会から第1，第2部会 への参画―
2003年〜 CIE第1部会、第8部会に参加

第1部会の技術委員会TC1-69「白色光源による演色特性」にオブザーバ参加

第8部会の複数の技術委員会日本代表のオブザーバー，メンバーとして参加

2008年〜 TC8-10「画像観察時におけるオフィス照明」のChair

2009年 日本代表矢口教授（千葉大）を通じて有機EL照明のデータを提供

2010年〜 新設された技術委員会TC1-82「等色関数の計算」へも日本から唯一のメンバーとして参加

2. 技術交流・共同開発；ＮＥＤＯ、産総研との連携協定
– 2009年に、台湾の工業技術研究院と有機ELにおける技術交流の覚書を締結

– GE、オスラム、フィリップス、サムスンSDI等と、これまで多くの共同研究・共同開発を実施

白色有機EL
発光素子

マルチフォ
トン素子

有機のあかり 高効率有機EL照明の
実用化研究開発

有機EL照明の高効率・高品質化に係る基盤技術開発

有機EL照明量産化実証に
関する研究開発

有機EL素子
配光測定

大型パネル
配光測定

大型パネル
積分球測定

有機エレクトロニクス研究所

照明パネルの標準化大型照明用
パネル作成

高効率照明

用パネル作
成

１．有機EL照明に関する技術蓄積

2．国際標準化活動

透明パネル
作成

フレキシブル・ディスプレイグループ（地域卓越プロジェクト）に合流フレキシブ
ルパネル

ディスプレイ

１９９３

2001

2002 

地域卓越者戦略的結集プロジェクト

研究事業化（ＮＥＤＯプロジェクト）

有機エレクトロニクス国際戦略特区

山形県

提案

山形大学工学部長

大場好弘
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国際戦略特区申請

事業化改革
(特区戦略）

http://www.abysse.co.jp/japan/d-japanmap/mapdot.html
http://www.dnp.co.jp/eng/
http://www.idemitsu.co.jp/index.html
http://www.kyodoprinting.co.jp/index.html
http://www.jsr.co.jp/index.shtml
http://www.kaiteki-institute.com/jpn/index.html
http://www.choshu.co.jp/
http://www.toagosei.co.jp/index.html
http://www.sdk.co.jp/index.html
http://www.daicel.co.jp/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Japan_(orthographic_projection).svg
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人

モノ

金

戦略特区で施策内容の提案（Ｈ２３－Ｈ３３予定）

設備投資支援

Allianceでの研究開発支援

有機エレ関連国際的人材集積支援

製品購入補助（実証・利用等）

有機エレ関連企業税制支援

有機エレ大学人材育成支援

International School設置支援
（地方だからこそ必要）

英語実利用可能特区支援

（税制・給与）

再編・部分連合・Alliance促進支援

周辺部材開発支援

有機エレ異業種交流促進支援

デザイン特区支援

優秀デザイン購入支援

有機エレクトロニクス以外の次なる
戦略的重点分野の創出

• ロボテックス分野

• バイオ化学分野

国プロジェクトの獲得による集中投資
ＪＳＴ，ＮＥＤＯレベルでの競争資金獲得

人材の採用と
資源投資

研究関連データ（Ｈ２０，２１）
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着実な成長が大学を活性化する
改革

景観も大学の大切
な財産である

工学は何のためにあるのか？

複合的に絡み合う社会的課題を解決し、
人類を幸せにする事が工学の使命である。

現在の人類の課題
１．炭素循環社会の構築
２．ライフサポートテクノロジー

山形大学工学部のこれからの使命と課題

研究成果を社会へ還元すること

自己満足ではなく、地域活性化及び事業化による
人類の課題解決を主体的に取り組む大学となる。

知財管理と資
産としての戦略
（知財専門家）

事業化・商品化へ
の企業との連携
（事業化専門家）

マーケット戦略
社会的技術戦略
（マーケット専門家）

支援専門家との連携：金融機関、経営、経理、投資家、
自治体、国機関との連携（潤滑的支援者）



2011/1/5

4

１０１年目からの山形大学工学部の使命

１．学生と卒業生を幸せにすること
２．教職員が幸せを感じること
３．地域再生の核として、新産業を生み出すこと
４．人類的課題解決に主体的に貢献すること

大学：知の創造と発信地としての役割に加え
て、自ら実践する事で学問を進展させる

２１００年に向けて「大学町米沢の中心」として
「発展と文化の中心地の役割」を果たす

サミュエル・ウルマンの情熱とチャレンジ精神

今年が皆様にとって良い年であります
事をお祈り申し上げます

よろしくお願い申し上げます

平成２３年１月４日
大場好弘


